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1  1ま  し 力ゞ  き

果樹は永年作物であるため,種 々の土壌条件に適応する

ので合理的な施肥あるいは適切な土壊管理が見すごされや

すい。最近,県内の果樹園においても土壊の理化学性の悪

化が顕著で収量,品質に少なからず悪影響を及はしている。

そこで東根市神町,若木,東郷の 3地区約600 haについ

て,昭和52～53年にしたり上壌調査を実施し塩基含量の実

態を明らかにしたので報告する。
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2調 査 方 法

土壌断面調査は 5 haご と,分析試料は15 haに 1点の割合

で,ほぼ表土 (0～ 20θ2)次層 (20～ 40)下層 (40～ 60)

から採取した。なお分析方法は常法によった。

3 調  査 結  果

l 土壌区分
土壌の断面形態,理化学性の特徴によって,図 1に示す

ように 3土壌区分に分類した。

区分I: 腐植含量 5%以下, りん酸吸収係数700内外,
固相38～46%,PP1 5空 気量7～9%, ち密度20～23,根
の分布はωοπ以下まで認められ,礫は殆んど出現しない。

区分I: 表層は腐植含量約10%,上 性は区分 Iと にぼ
同様 CL～L,り ん酸吸収係数 19Xl以 上,日相30～33%,PF

15空気量 17へ19¢ で火山灰の影響を強く受けている。し

かし下層 (はほ4002以 下)は黄褐色の粘土層が出現する。

礫は生育に支障を来たすほどの量でなく,根の伸長も良好

であった。

区分Ⅲ : 表層の理化学性は区分■と全く類似するが ,

しかし深さ節物以下は風化程度の低い円,角礫の礫層ない

し礫に富む層が出現する点で区分Iと異なる。したがつて

根の分布も極く表層に限られ有効土層が浅い。

本調査地区は北部の野川と南部を流れる乱川の沖積作用

によつて形成された扇状地であるが,特に南部の乱川の影

響を強く受けている。したがつて礫含量が高く,果樹園と

しては条件の悪い区分HIが乱川に近い神町駐屯地周辺に分

布している。これに対して,火山灰の影響を全く受けず ,

かつ礫が殆んど出現しない区分 1が乱川から遠いJヒ西部の

図 1 土 壌 区 分 図

一画に分布している。区分Iはその中間に位置し漸移地帯

である。なお土壌区分ごとの分布面積は区分工330 ha(55

%)>区分Ⅲ180ha(29%)>区分 1 100ha(16%)で あっ)電
果樹の生育状況は上記の上壌区分と良く合致し,区分 I

は樹勢も良く高収地帯である。区分Ⅲは有効土層が浅く,

紋葉病などの上壌病害が多発し収量的には低収地帯である。

区分工は Iと Iの中間であった。

2 塩基含量
表 1に示したように,調査地点全体では石灰は表± 300

%以上と高いが,次層では表土の約40%,下層25%と 下層
r‐なるほど著しい含量の低下が認められた。このような傾

向は苦土,加里についても同様で, したがつて塩基飽和度

は表上で60%程度であるが次層,下層では低く,特に下層
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では24%であつた。土壌区分ことにみると,区分1は表土,

下層土とも塩基含量が高く,塩基飽和度は下層でも60%を

維持している。しかし区分■,Ⅲは表上では著しく高いが

貫最重業亀][晏lξ薫1111貰魯曾雀醸i:理l磐農
200,苦±25,加里25%,塩基飽和度50%)を 100と して,

百分率で示したのが図 2である。これによると表土は全て

100を越え改良日標を満足しているが,下層になるはど円

の内側に入り塩基含量の不足が明らかである。しかし区分

塩基飽和度

~全
体

~区
分 I

1と 加里含量は下層まで改良目標を満足していること,特

に加里含量の高いことが注目された。

そこで,加里含量の分布をみるため図3r_度数分布を示

した。これによると下層ほど分布の上限が低く,分布巾が

小さくなるが,改良日標に比較し高い所に分布する地点が

多い。特に表土で 1004以 上の地点が約3%存在している。
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図 3 加里含量の分布

石川義ま畑土壌で加里過剰の問題を提起しているが,果樹

日においても加里過剰の実態が明らかになつた。したがつ

票層lti菫信省[il曇上癸曇方重星軍讐言童≦般:ま
がえた。

4 ま

1 東根市の果樹園約600haについて,土壌調査を実施
した結果,断面形態,理化学性の特徴によつて土壊区分 I

～Ⅲに分類した。この土壌区分と果樹の生育状況とが符合

した。

2 塩基含量は表土で著しく高いが,下層になるにした

がい低下し,40物 以下の下層上では塩基飽和度がほぼ20%

内外であつた。

3 しかし加里含」ま表土,下層土とも著しく高く苦土/

加里比を低下させ塩基の (́ランスが悪化していることを認めた。
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